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研究概要
骨欠損治療において、骨伝導能を有する人工骨が50-55%程度選択されている。しかしながら、未だ

「骨誘導能」を持つ人工骨はない。さらに現在使用されている人工骨は、硬い無機材料や合成高分子が
主流であるため、複雑な形状をした骨欠損組織への填入には向いていない。そこで、封鎖性の良い、可
塑性に富む担体材料が必要不可欠と考えられる。
そこで本研究では、可塑性に富む生分解性の合成高分子材料と、骨再生能力有する機能化分子をハ
イブリッドさせた、『高分子-ペプチド』ハイブリッド骨再生マテリアルの最適化と効果検証を行い、開発に

必要な市場調査、薬事戦略相談、安全性試験等の調査を行う。
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2019年度

整形外科分野
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2020年版 メディカルバイオニクス(⼈⼯臓器)市場の中期予測と参⼊企業の徹底分析
2020年度版 ⻭科⽤機器・材料市場の現状と将来展望
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